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「爾萬有の王は、柔弱にし

て貧賤なる我等の合成を

衣、僕の量にまで降り、甘

じてイオルダンに於て僕

の手より洗を受け給へり、

爾罪なき者が水の性を聖

にして、我等に水と聖神゜

とに由る復生の途を備へ、

我等を初の自由に返さん

為なり。」 

（大聖水式 司祭黙誦文） 

祈
り
と
交
わ
り 

司
祭 

ル
カ 

田
畑
隆
平 

    

会
が
あ
り
、
信
徒
懇
親
会
が
あ
り
、
降
誕
祭
が

あ
り
、
中
新
田
の
収
穫
祭
や
白
河
の
一
般
公
開

が
あ
り
、
ワ
シ
リ
イ
田
口
神
父
様
が
永
眠
さ

れ
、
ま
た
、
５
名
の
姉
妹
を
天
国
に
お
送
り
し

ま
し
た
。
不
慣
れ
な
こ
と
の
連
続
で
、
多
く
の

ご
迷
惑
を
お
掛
け
し
た
こ
と
、
大
変
申
し
訳
な

く
思
っ
て
お
り
ま
す
。 

こ
の
４
ヶ
月
の
中
で
、
少
し
ず
つ
皆
さ
ん
と

親
し
く
な
る
こ
と
が
で
き
て
い
る
こ
と
、
ま
こ

と
に
嬉
し
く
思
い
ま
す
。
そ
し
て
何
よ
り
、
祈

り
の
中
で
心
を
通
わ
せ
、
一
体
と
な
っ
て
神
に

讃
美
を
捧
げ
ら
れ
た
こ
と
。
私
に
と
っ
て
最
も

幸
せ
な
時
間
は
、
何
に
も
増
し
て
、
祈
り
の
時 

間
で
し
た
。
人
間
同
士
で
す
か
ら
、
祈
り
だ
け

で
は
具
体
的
に
お
互
い
の
こ
と
を
知
る
こ
と
は

で
き
ず
、
普
段
の
交
流
の
時
間
は
も
ち
ろ
ん
大

切
で
す
。
し
か
し
共
に
こ
の
世
の
慮
り
を
退

き
、
心
を
一
つ
に
神
様
に
心
を
向
け
ら
れ
た
時

間
は
、
私
に
と
っ
て
正
に
オ
ア
シ
ス
で
し
た
。 

「
最
も
大
切
な
戒
め
と
は
何
で
す
か
」
と
の

問
い
に
、
ハ
リ
ス
ト
ス
は
こ
の
よ
う
に
お
答
え
に

な
り
ま
し
た
。
「
『
心
を
尽
く
し
、
魂
を
尽
く

し
、
思
い
を
尽
く
し
て
、
あ
な
た
の
神
で
あ
る

主
を
愛
し
な
さ
い
。
』
こ
れ
が
最
も
重
要
な
第

一
の
戒
め
で
あ
る
。
第
二
も
、
こ
れ
と
同
じ
よ

う
に
重
要
で
あ
る
。
『
隣
人
を
自
分
の
よ
う
に

愛
し
な
さ
い
。
』
」
（
マ
ト
２２
章
） 

こ
れ
ら
二
つ

の
戒
め
は
、
互
い
に
補
い
合
う
も
の
で
す
。
「
目

に
見
え
る
自
分
の
兄
弟
を
愛
さ
な
い
者
は
、
目

に
見
え
な
い
神
を
愛
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
か

ら
で
す
。
」
（
一
イ
オ
ア
ン
４
：
２０
） 

私
た
ち

は
、
人
を
愛
さ
な
け
れ
ば
神
を
愛
し
て
い
る
こ

と
に
は
な
ら
な
い
し
、
神
を
愛
さ
な
け
れ
ば
、

正
し
く
人
を
愛
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。 

神
を
愛
し
、
人
を
愛
す
る
。
こ
れ
が
私
た
ち

ハ
リ
ス
テ
ィ
ア
ニ
ン
で
す
。
祈
り
と
交
わ
り
を
深

め
、
私
た
ち
の
教
会
を
、
よ
り
完
全
な
地
上
の

楽
園
へ
と
成
長
さ
せ
ま
し
ょ
う
。 

昨
年
の
８
月
に
仙
台

管
轄
区
に
赴
任
し
て
か

ら
、
早
４
ヶ
月
が
経
ち
ま

し
た
。
こ
の
間
に
、
敬
老 
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み
ん
な
の
ち
か
ら
で 

方
舟
会
会
長 

イ
サ
イ
ヤ 

 

木
村
浩
大 

    

男
性
信
徒
の
会
、
昭
和
６１
年
１
月
に
、
教

会
の
「
大
き
な
ち
か
ら
」
と
し
て
、
方
舟
会

（当
時
は
箱
舟
会
）が
発
足
さ
れ
ま
し
た
。
そ

れ
以
来
、
祝
賀
会
会
場
設
営
や
敷
地
内
環

境
整
備
な
ど
、
主
に
「
力
仕
事
」
と
な
る
ご

奉
仕
活
動
を
続
け
て
お
り
ま
す
。 

し
か
し
な
が
ら
、
近
年
、
会
員
数
の
不
足

か
ら
、
で
き
る
奉
仕
の
内
容
が
限
ら
れ
て
し

ま
っ
て
い
る
状
態
で
す
。
仙
台
教
会
男
性
信

徒
数
、
約
１８０
名
。
そ
の
う
ち
、
日
常
の
奉
仕

に
参
加
く
だ
さ
っ
て
い
る
方
は
「
１
割
」
に
も

満
た
な
い
の
が
現
状
で
す
。
９
割
を
占
め
る

皆
様
、
い
ま
こ
そ
、
お
力
を
お
か
し
下
さ
い
。

「
み
ん
な
の
ち
か
ら
」
で
、
教
会
を
盛
り
上
げ

て
い
き
ま
せ
ん
か
。 

婦
人
会
よ
り
新
年
の
ご
挨
拶 

婦
人
会
長 

ウ
ェ
ラ 

山
中
由
美 

 
 

   

昨
年
4
月
に
は
5
年
ぶ
り
に
深
夜
の
復
活
祭
が

あ
り
、
婦
人
会
で
紅
卵
や
軽
食
を
準
備
し
ま
し
た
。 

8
月
は
石
巻
教
会
に
異
動
さ
れ
る
水
口
神
父
マ
ト

シ
カ
ご
夫
妻
の
送
別
会
が
あ
り
ま
し
た
。
水
口
マ
ト

シ
カ
に
は
6
年
間
い
ろ
い
ろ
ご
指
導
い
た
だ
き
ま
し

た
。
お
陰
様
で
さ
ま
ざ
ま
な
学
び
を
得
る
こ
と
が
で

き
皆
で
感
謝
し
て
い
ま
す
。 

9
月
は
田
畑
神
父
様
、
つ
ば
さ
マ
ト
シ
カ
、
良
平
君

の
歓
迎
会
が
あ
り
、
月
末
に
は
岩
手
県
の
山
田
教
会

を
訪
問
し
ま
し
た
。
松
島
神
父
ご
夫
妻
、
信
徒
の

方
々
と
お
祈
り
の
時
間
を
共
に
し
交
流
し
た
こ
と
は

豊
か
で
楽
し
い
経
験
で
し
た
。
今
年
も
何
か
の
か
た

ち
で
他
教
会
と
の
交
流
が
で
き
れ
ば
と
考
え
て
お
り

ま
す
。 

 

仙
台
教
会
の
女
性
信
徒
は
み
な
婦
人
会
の
会
員
で

す
。
聖
堂
の
応
接
業
務
や
お
花
の
世
話
、
掃
除
や
買

い
物
、
食
事
の
準
備
な
ど
の
活
動
は
、
皆
さ
ん
の
温
か

い
ご
奉
仕
に
支
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
よ
ろ

し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。  

新
年
の
ご
挨
拶 執

事
長 

ア
キ
ラ 

笹
川 

皓 
 

   

動
が
続
い
て
い
る
昨
今
で
す
が
、
皆
様
に
と
っ

て
今
年
が
輝
か
し
い
年
に
な
る
こ
と
を
祈
念
い

た
し
ま
す
。 

昨
年
は
皆
様
か
ら
多
大
な
ご
支
援
と
ご
奉

仕
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、
な
ん
と
か
様
々
な
奉

事
や
教
会
行
事
を
実
施
す
る
こ
と
が
で
き
、
感

謝
し
て
お
り
ま
す
。
若
い
信
者
が
居
な
い
と
言

わ
れ
て
お
り
ま
す
が
、
若
く
な
く
と
も
出
来
る

範
囲
で
、
皆
様
の
ご
奉
仕
を
切
に
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。 

現
在
、
聖
堂
や
会
館
の
老
朽
化
が
進
ん
で
お

り
ま
す
。
あ
ち
こ
ち
の
建
築
物
・
土
木
関
係
・水

回
り
等
に
、
修
理
・
更
新
が
必
要
と
な
っ
て
お

り
ま
す
が
、
費
用
の
高
騰
が
続
き
、
直
ち
に
実

施
す
る
こ
と
が
困
難
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。
皆

様
の
一
層
の
ご
奉
仕
ご
援
助
を
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。 

皆
様
に
神
様
の
恩
寵
が
豊
か
な
る
こ
と
を

祈
念
し
ま
す
。 

救
主
の
ご
降
誕
の
喜
び

と
、
新
年
の
ご
挨
拶
を
申

し
上
げ
ま
す
。
世
界
の
激 

新
し
い
年
が
、
喜
び
と
平
和

に
満
ち
た
も
の
に
な
り
ま
す
よ

う
お
祈
り
し
ま
す
。 

 

救
主
の
ご
降
誕
を

お
祝
い
し
、
あ
わ
せ
て

新
年
の
ご
挨
拶
を
申

し
上
げ
ま
す
。 
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新
た
な
一
年
の
初
め
に
、
聖
歌
隊
と
し
て
思
う
こ
と 

聖
歌
隊 

ニ
コ
ラ
イ 

本
多
弘
明 

    

ご
存
知
の
通
り
、
困
難
な
コ
ロ
ナ
禍
か
ら
仙
台
正
教
会

を
正
常
化
さ
せ
る
べ
く
日
々
奮
闘
さ
れ
た
水
口
神
父
様
が

昨
年
石
巻
正
教
会
へ
移
ら
れ
、
田
畑
神
父
様
が
仙
台
正
教

会
に
着
任
さ
れ
ま
し
た
。
聖
歌
隊
も
新
た
な
神
父
様
と
と

も
に
、
更
な
る
向
上
を
目
指
し
、
日
々
聖
歌
奉
仕
や
練
習

に
励
ん
で
お
り
ま
す
。 

田
畑
神
父
様
と
マ
ト
シ
カ
は
、
練
習
に
も
積
極
的
に
加

わ
っ
て
く
だ
さ
り
、
聖
歌
隊
と
の
意
思
疎
通
な
ど
も
こ
れ

ま
で
以
上
に
ス
ム
ー
ズ
に
行
え
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
神
父

様
の
お
考
え
は
、
何
よ
り
基
本
を
大
切
に
し
た
い
、
と
い
う

シ
ン
プ
ル
な
も
の
で
、
私
達
聖
歌
隊
も
、
改
め
て
基
本
の
大

切
さ
を
教
え
て
頂
き
な
が
ら
、
先
ず
は
出
来
る
と
こ
ろ
か

ら
、
取
り
組
み
を
始
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。 

参
祷
さ
れ
た
方
は
お
気
付
き
と
思
い
ま
す
が
、
聖
歌
隊

に
は
若
く
溌
剌
と
し
た
メ
ン
バ
ー
も
加
わ
り
、
特
に
男
声
パ

ー
ト
の
響
き
の
充
実
を
感
じ
て
頂
け
る
か
と
思
い
ま
す
。 

今
月
か
ら
始
ま
る
新
た
な
一
年
も
、
よ
り
正
し
く
美
し

い
聖
歌
と
祈
り
が
、
聖
堂
に
響
き
渡
る
こ
と
を
願
い
、
努
力

を
重
ね
て
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。 

イ
サ
イ
ヤ 

木
村
浩
大 

去
る
１１
月
３０
日
、
１５
名
の
参
加
で
、

方
舟
会
総
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
は
じ
め

に
、
会
計
報
告
の
の
ち
、
今
年
度
の
会
費

徴
収
に
つ
い
て
議
論
し
、
前
年
度
か
ら
の

繰
越
金
が
十
分
あ
る
こ
と
か
ら
、
今
年
度

も
会
費
を
徴
収
し
な
い
こ
と
を
決
定
し
ま

し
た
。 

そ
の
後
、
今
後
の
活
動
方
針
に
つ
い
て

議
論
し
ま
し
た
が
、
「
方
舟
会
と
し
て
の

活
動
が
、
近
年
、
少
な
い
。
婦
人
会
の
よ
う

に
、
他
教
会
訪
問
な
ど
も
、
検
討
し
て
み

て
は
」
と
の
意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。
ま

た
、
「そ
も
そ
も
、
祝
賀
会
の
会
場
設
営
だ

け
の
今
の
活
動
で
は
、
新
た
に
方
舟
会
に

参
加
し
よ
う
と
思
う
人
が
、
い
つ
ま
で
た

っ
て
も
増
え
な
い
。
皆
が
方
舟
会
に
参
加

し
た
い
と
思
う
よ
う
な
行
事
も
考
え
る
必

要
が
あ
る
」
と
い
う
意
見
が
出
さ
れ
ま
し

た
。
こ
れ
を
受
け
、
「
あ
ら
た
な
活
動
」
を

今
後
、
模
索
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。 

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。
新
た
な
年
の
初
め
に
、
主
の

御
名
に
よ
る
ご
平
安
を
お
祈
り
申

し
上
げ
ま
す
。 

方
舟
会
総
会
と
ツ
リ
ー
飾
り 

総
会
終
了
後
は
、
例
年
ど
お
り
、
ツ
リ

ー
の
電
飾
飾
り
を
実
施
し
ま
し
た
。
か
ね

て
よ
り
「か
な
り
危
険
を
伴
う
の
で
は
」と

の
意
見
が
出
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
今
回

よ
り
、
新
た
に
「転 

落
防
止
用
の
安
全

ベ
ル
ト
の
使
用
」並

び
に
、
「
落
下
物
に

対
応
し
た
ヘ
ル
メ

ッ
ト
着
用
」
を
実

施
し
、
無
事
に
、

事
故
無
く
、
飾
り

付
け
を
終
え
ま
し

た
。 
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１２
月
２１
日
㈰
降
誕
祭
前
の
主
日
に
、
、
仙
台
教
会
に
て
一

足
早
く
降
誕
祭
の
祝
賀
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

ニ
コ
ラ
イ
本
多
兄
司
会
の
も
と
、
は
じ
め
に
司
祭
か
ら
挨
拶

が
あ
り
、
婦
人
会
、
方
舟
会
、
聖
歌
隊
に
お
祝
い
が
手
渡
さ
れ

ま
し
た
。
次
い
で
ニ
コ
ラ
イ
山
田
兄
の
発
声
に
よ
る
乾
杯
の
後
、

婦
人
会
が
用
意
し
て
く
だ
さ
っ
た
オ
ー
ド
ブ
ル
や
手
作
り
の
ビ

ー
フ
カ
レ
ー
、
は
り
は
り
漬
け
、
ピ
ク
ル
ス
な
ど
を
頂
き
、
し
ば

し
歓
談
。
お
腹
が
落
ち
着
い
た
と
こ
ろ
で
余
興
が
始
ま
り
ま
し

た
。
ル
キ
ヤ
岡
姉
の
日
本
舞
踊
、
イ
オ
ア
ン
高
橋
（紀
）
兄
の
マ
ジ

ッ
ク
シ
ョ
ー
、
ス
テ
フ
ァ
ン
高
橋
（
嘉
）
兄
の
フ
ル
ー
ト
に
、
サ
ン
タ

さ
ん
か
ら
子
供
た
ち
へ
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
、
ビ
ン
ゴ
大
会
、
そ
し
て

山
田
教
会
訪
問
メ
ン
バ
ー
を
中
心
に
皆
で
「
岩
手
山
田
旅
情
」

を
歌
っ
た
り
と
、
盛
り
だ
く
さ
ん
の
内
容
で
、
年
の
瀬
の
と
て
も

楽
し
い
ひ
と
と
き
で
し
た
。 
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※
祝
賀
会
の
日
に
お
預
か
り
し
た
献
金
は
次

号
に
掲
載
し
ま
す
。 

○
聖
堂
内
献
金 

三
五
四
四
〇
円 

○
降
誕
祭
献
金 

一
万
円 

山
田
喜
美
雄
、
木
村
良
治
・浩
大
、 

山
野
辺
隆
二
、
東
海
林
ト
シ
ヱ
、 

入
野
武
彦
、
清
水
格
・彩
子
、
澤
邉 

康
夫 

五
千
円 

高
橋
嘉
彦
、
山
中
由
美
、
勝
又
稚
佳 

子
、
伊
藤
光
子
、
本
多
弘
明
、
熊
谷 

経
光
、
岡
多
喜
子
、
服
部
幸
枝
、 

遠
藤
正
義
、
平
塚
喜
美
子
、
太
田 

信
、
八
文
字
積
子
、
山
田
弘
子
、 

鈴
木
え
み
子
、
山
本
理
惠
子 

四
千
円 
菅
原
き
み
子
・伸
之 

三
千
円 

高
橋
ゆ
り
、
笹
川
皓
、
佐
々
木
隆
、 

瀬
戸
ま
み
、
佐
藤
明
彦
、
平
塚
清
、 

大
泉
巌
、
高
橋
哲
郎
、
恩
田
修
、 

葛
西
弘
子 

二
千
円 

昆
守
、
大
窪
仁
、
吉
田
光
一 

○
敬
老
感
謝
献
金 

五
千
円 

山
田
弘
子 

○
会
報
感
謝
献
金 

五
千
円 

桜
井
康
弘
（上
下
堤
）） 

○
埋
葬
献
金 

四
十
万
円 

澤
邉
康
夫
（澤
邉
洋
子
姉
） 

三
十
万
円 

門
間
信
（門
間
信
子
姉
） 

○
パ
ニ
ヒ
ダ
献
金 

三
万
円 

太
田
悦
子 

二
万
円 

横
山
昭
・渉 

五
千
円 

笹
川
皓
、
瀬
戸
ま
み 

三
千
円 

佐
治
美
智
子
、
勝
又
稚
佳
子
、
永
元 

道
子
、
山
田
弘
子 

二
千
円 

本
多
弘
明 

千
円 

 

飯
塚
順
子
、
佐
藤
明
彦 

※
敬
称
略 

降
誕
祭
前
の
大
掃
除 
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永
眠 

十
二
月
一
四
日 

【仙
台
教
会
】 

マ
ル
フ
ァ 

澤
邉
洋
子 

姉
（
８３
歳
） 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

永
遠
の
記
憶 

消 
 

 

息 
 

ク
リ
ス
マ
ス
ツ
リ
ー
／
リ
ー
ス 

飾
り
付
け
（
婦
人
会
） 

１１
月
３０
日
㈰
主
日
聖
体
礼
儀
後
に
、
婦
人

会
に
よ
っ
て
聖
堂
受
付
の
と
こ
ろ
に
ク
リ
ス
マ

ス
ツ
リ
ー
が
飾
ら
れ
、 

 

１２
月
７
日
㈰
代
式
祈
祷
後
に
、
降
誕
祭
を

迎
え
る
た
め
の
準
備
と
し
て
聖
堂
と
境
内
の
大

掃
除
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

ま
た
、
会
館
１
階
に
も

ク
リ
ス
マ
ス
ツ
リ
ー
と

リ
ー
ス
が
飾
ら
れ
ま
し

た
。
教
会
に
来
た
人
の

心
を
明
る
く
照
ら
し
て

い
ま
す
。 

 



                       

１月聖名日 

モレーベンのご案内 
１月１８日㈰聖体礼儀後 

1 月の聖名日モレーベンに該

当する方々です。ぜひご参祷く

ださい。 
▲聖大ワシリイ ▲聖ニーナ 
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聖名日 聖   名  氏    名（敬称略） 

1/1 ボニファティ（タルスの聖致命者） 鈴木勇司 

1/4 アナスタシヤ（聖致命女解繋者） 山田三穂子、増子陽子 

1/8 聖王ダヴィド 木村史之、若松亮一、小堀一成 

1/9 聖使徒聖致命者首輔祭ステファン 
板橋勝一郎、後藤邦彦、今野芳明、 

高橋嘉彦 

1/12 アニシヤ（ソルンの聖致命女） 横山夏実 

1/13 メラニヤ（ロマの克肖女） 熊谷順子 

1/14 聖大ワシリイ 伊藤亮介、大場 貴、鈴木孝治 

1/15 ユリアニヤ（ラザレフスク） 鈴木一子 

1/20 前駆授洗イオアン（会聚祭） 佐々木一志、清水 格 

1/21 カルテリィ（神品致命者） 横山一平 

1/25 タチアナ（ロマの聖致命女） 
飯塚順子、遠藤好恵、菅原加奈、 

恩田貴子、寺嶋タチアナ 

1/27 
ニーナ（グルジヤの教化者亜使徒

聖女） 

遠藤真理子、石山菜美、葛西いずみ、

勝又冴、木村仁美、今野未来、 

松原ミヱ、鈴木えみ子、太田さつ子 

 

聖大ワシリイのトロパリ（第１調） 

爾の聲は全地に傳はり、全地は爾の言を承
う

けたり、爾は此を以て神に適ふ教を布
し

き、萬物

の性を闡
あきら

かにし、人の風儀を修めり、王たる司祭班（※奉事経では「神品」）、克肖なる神父

や、ハリストス神に我等の 霊
たましひ

の救はれんことを祈り給へ。 



                       

執 

事 

会 

報 

告 
日
時
：
令
和
７
年
12
月
２
日 

午
後
２
時
～
３
時

半 

場
所
：３
階
会
議
室 

一
、
報
告
事
項 

・
11
／
７
㈮ 

教
会
車
タ
イ
ヤ
交
換 

・
11
／
16
㈰ 

七
五
三
モ
レ
ー
ベ
ン 

・
11
／
19
㈬ 

教
区
司
祭
会
議 
於
：函
館
教
会 

・
11
／
21
㈮ 

ア
キ
リ
ナ
門
間
信
子
姉
永
眠 

納
棺
22
日
、
通
夜
25
日
、
埋
葬
式
26
日 

・
11
／
23
㈰-

24
㈪ 

信
徒
懇
親
会
４６
名
参
加

（
仙
台
教
会
よ
り
信
徒
８
名
、
聖
体
礼
儀
よ
り
参

加
） 

・
11
／
25
㈫ 

バ
ザ
ー
残
品
処
分 

・
11
／
27
㈭ 

長
司
祭
ワ
シ
リ
イ
田
口
三
千
男
師

永
眠 

通
夜
30
日 

埋
葬
式
12
月
1
日 

・
11
／
30
㈰ 

方
舟
会
総
会
、
ツ
リ
ー
飾
り
付
け

／
婦
人
会
ツ
リ
ー
・リ
ー
ス
飾
り
付
け 

二
、
協
議
事
項 

⑴
聖
堂
外
壁
ク
ラ
ッ
ク
修
繕
の
件 

12
月
７
日
の
降
誕
祭
前
の
清
掃
時
に
聖
堂
外

壁
の
洗
浄
を
計
画
し
て
お
り
、
そ
の
際
に
ク
ラ
ッ 

ク
を
確
認
す
る
予
定
。
修
繕
自
体
は
春
先
に
な

る
見
込
み
。 

⑵
12
／
21
降
誕
祭
祝
賀
会
の
件 

42
名
前
後
を
想
定
。
子
供
（
中
学
生
以
下
）

へ
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
は
田
畑
が
用
意
（
５-

６
セ
ッ

ト
、
１
セ
ッ
ト
千
円
弱
）
。
ビ
ン
ゴ
の
景
品
に
つ
い

て
は
山
中
姉
、
太
田
姉
が
用
意
（
教
会
に
あ
る

イ
コ
ン
等
も
利
用
す
る
た
め
新
た
に
準
備
す
る

の
は
20
名
分
程
度
）
。
ケ
ー
キ
は
婦
人
会
の
選

ん
だ
物
を
田
畑
が
注
文
（
６
個
）
。
会
場
設
営
は

当
日
の
朝
９
時
よ
り
方
舟
会
が
担
当
。
司
会
や

余
興
等
は
山
田
兄
が
手
配
。 

⑶
新
年
感
謝
祈
祷
の
件 

今
年
と
同
じ
く
深
夜
０
時
、
午
前
11
時
の

2
回
行
う
。
教
会
と
し
て
振
る
舞
い
等
は
特
に

用
意
し
な
い
。 

⑷
二
十
歳
モ
レ
ー
ベ
ン
の
件 

該
当
者
２
名
。
案
内
ハ
ガ
キ
（
往
復
）
で
出
欠

確
認
を
す
る
。
「
新
成
人
」
で
は
な
く
「
二
十

歳
」。 

⑸
新
年
会
の
件 

参
加
費
は
今
年
の
新
年
会
に
倣
い
３
千
円
と

し
た
。
こ
ど
も
（
18
歳
以
下
程
度
を
目
安
）の
参 
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加
費
は
無
料
。
山
田
兄
が
司
会
と
余
興
等
の
手

配
を
す
る
。 

三
、
そ
の
他 

・
会
報
執
筆
依
頼
（
執
事
長
、
婦
人
会
長
、
方
舟

会
長
、
聖
歌
隊
長
）
。
15
日
頃
ま
で
に
司
祭
ま

で
。 

・
聖
枝
祭
の
枝
は
ア
カ
メ
ヤ
ナ
ギ
を
120
本
（
長
い

ま
ま
）注
文
し
、
３
／
28
配
達
と
す
る
。 

・
今
後
教
区
内
で
司
祭
埋
葬
式
が
あ
っ
た
場
合

に
は
、
過
去
の
管
轄
の
有
無
や
、
当
日
の
参
列
に

関
係
な
く
、
た
と
え
北
海
道
で
あ
っ
て
も
供
花

を
送
る
。 

 

日時：2026年 1月 2５日㈰ 

（聖体礼儀後） 

会場：飛天 

（マーブルロードおおまち） 

会費：3,000円 

申込締切：1月 18日㈰ 

※参加なさる方は聖堂受付の申

込用紙にご記入なさるか、教会ま

でご連絡ください。 



○
中
新
田
教
会 

1
日
㈭ 

代
式
新
年
感
謝
祈
祷
（
１１
時
） 

１１
日
㈰ 

主
日
代
式
祈
祷
（
10
時
）第
６
調 

２３
日
㈮ 

神
現
祭
前
晩
祷 

（
17
時
） 

２４
日
㈯ 

神
現
祭
聖
体
礼
儀
（
10
時
） 

書
札 

テ
ィ
ト
３０２
端
２
：
１１-

１４
、
３
：４‐

７ 

福
音 

マ
ト
フ
ェ
イ
６
端
３
：
１３‐

１７ 

大
聖
水
式 

                       

１
月
の
行
事
・
奉
事
予
定 

○
仙
台
教
会 

1
日
㈭ 
新
年
感
謝
祈
祷
（０
時
、
11
時
） 

  

3
日
㈯ 

徹
夜
祷
は
あ
り
ま
せ
ん 

第
５
調 

4
日
㈰ 

第
３０
主
日
代
式
祈
祷
（
10
時
30
分
） 

書
札 

コ
ロ
サ
イ
２５８
端
３
：
１２‐

１６ 

福
音 

ル
カ
９３
端
１８
：
３５‐

４３ 

◆
聖
堂
清
掃
奉
仕 

6
日
㈫ 

定
例
執
事
会
（
１４
時
） 

１０
日
㈯ 

主
日
徹
夜
祷 

第
６
調
（
17
時
） 

１１
日
㈰ 

神
現
祭
前
主
日
聖
体
礼
儀
（
10
時
） 

書
札 

テ
ィ
モ
フ
ェ
イ
後
２９８
端
４:

５‐

８ 

福
音 

マ
ル
コ
１
端
１
：１‐

８ 

★
二
十
歳
感
謝
モ
レ
ー
ベ
ン 

■
月
例
パ
ニ
ヒ
ダ 

※
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
、
ツ
リ
ー
等
撤
去
作
業 

１３
日
㈫ 

割
礼
祭
徹
夜
祷 

（
17
時
） 

１４
日
㈬ 

割
礼
祭
聖
体
礼
儀
（９
時
） 

書
札 

コ
ロ
サ
イ
254
端
２
：８‐

１２ 

福
音 

ル
カ
６
端
２
：
２０‐

２１
、
４０‐

５２ 

17
日
㈯ 

神
現
祭
徹
夜
祷
（繰
上
）（
１７
時
） 

１８
日
㈰ 

神
現
祭
聖
体
礼
儀
（繰
上
）（
１０
時
） 

 
 
 
 

 
 

※
聖
大
ワ
シ
リ
イ
聖
体
礼
儀 

書
札 

テ
ィ
ト
３０２
端
２
：
１１-

１４
、
３
：４‐

７ 

福
音 

マ
ト
フ
ェ
イ
６
端
３
：
１３‐

１７ 

大
聖
水
式 

◎
聖
名
祭
モ
レ
ー
ベ
ン 

   

２４
日
㈯ 

主
日
徹
夜
祷 

第
８
調
（
17
時
） 

２５
日
㈰ 

ザ
ク
ヘ
イ
の
主
日
聖
体
礼
儀
（
10
時
） 

書
札 

テ
ィ
モ
フ
ェ
イ
前
２８５
端
４
：９‐

１５ 

福
音 

ル
カ
９４
端
１９
：１‐

１０ 

 
 
 
 

★
新
年
会
（お
申
し
込
み
は
１
／
１８
ま
で
） 

○
白
河
教
会 

1
日
㈭ 

代
式
新
年
感
謝
祈
祷
（
１１
時
） 

3
日
㈯ 

主
の
降
誕
祭
徹
夜
祷
（
18
時
） 

4
日
㈰ 

主
の
降
誕
祭
聖
体
礼
儀
（
10
時
） 

書
札 

ガ
ラ
テ
ィ
ヤ
２０９
端
４
：４-
７ 

福
音 

マ
ト
フ
ェ
イ
３
端
２
：１-

１２ 

１８
日
㈰ 

主
日
代
式
祈
祷
（
10
時
）第
７
調 

１月の予定（仙台教会） 

【代式祈祷、聖堂清掃】４㈰ 

【月例パニヒダ】１１㈰ 

【二十歳感謝祈祷】１１㈰ 

【ツリー等撤去作業】１１㈰ 

【聖名祭感謝祈祷】１８㈰ 

【新年会】25㈰ 

【聖歌隊】（練習）4㈰、11㈰ 

（発声）18㈰13時半 

【伝道会】14㈬、21㈬19時 

 2026(令和 8)年 1 月(第 583 号)      教 会 だ よ り               (8) 

※
聖
水
を
お
持
ち
帰
り
に
な
る
方
は
、

専
用
に
選
別
し
た
容
器
を
ご
用
意
く
だ

さ
い
。 

※会報に掲載の写真でご希望のものがあればプリントしますので遠慮なくお申し出ください。 

迴家祈祷のご案内 

降誕祭後の迴家祈

祷と、1 月 19日から 2

月中旬頃（大斎前）ま

で神現祭後の家屋成

聖祈祷を行います。希

望される方は教会まで

ご連絡 

ください。 

新
し
い
年
を
神
様
へ
の
祈
り 

か
ら
始
め
ま
し
ょ
う
！ 


